
【地学】 
⽣命の変遷 

「ビッグファイブ」の解析から迫る、⽣命の断絶と再⽣の記録 

 

〜ClassPad.net のファイルふせん・授業⽀援機能を活⽤する〜 

過去の⼤量絶滅から現代の絶滅危機を理解する授業 
地球史で起きた 5 度の⼤量絶滅当時の環境データから、何が⽣死を分けたのか、 

覇権⽣物の変遷を論理的に思考する。 

 

 

 

 

 

 

 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
当時の古地理図をファイルふせん
で⽣徒に送信する。⼿描き機能を
⽤いて氷河の拡⼤範囲を重ね書き
し、浅海域の消失が海洋⽣物（三
葉⾍等）に与えた物理的影響をシ
ミュレーションする。 

 

⽬的・概要の説明 
⼤量絶滅の定義を確認し、それが単なる
⽣命の消失ではなく、⽣態系の空⽩を埋
める「適応放散」の契機となった側⾯が
あったこと、地球史上最も重⼤な 5 度の
⼤量絶滅「ビッグファイブ」と現代の環
境を⽐較し，私たちが直⾯する可能性の
ある⼤量絶滅について考えることを伝え
る。 
 
 
⼿描き機能で氷床の拡⼤を視
覚化する 
＜オルドビス紀末の⼤量絶滅＞ 
超⼤陸の移動に伴う極地への氷床発達
と、それに伴う全地球的な寒冷化・海⽔
準低下のメカニズムを学習する。海洋⽣
物の⽣息域減少のプロセスを空間的に分
析する。 

ClassPad.net での操作 授業の流れ 

【本授業の⽬的・狙い・到達⽬標】 
教師向けの⽬標：過去の絶滅事変の分析から、現代の⽣物多様性の危機を客観的に評価する視座 
        を与える。 
⽣徒向けの⽬標：地図やデータに基づき、⽣存と絶滅を分けた要因を科学的に推論できるようにな 
                る。  

【ClassPad.net 活⽤によるメリット】 
・プリント削減：授業資料をすべてデジタルノートやファイルふせんとして配布・共有するため、紙プ 

        リント配布や管理の⼿間を⼤幅に削減できる。 
・協働学習促進：ふせんの⾊を天体や意⾒ごとに⾊を変えることで、クラス全体の思考の分布を視覚的 

        に把握し、異なる視点を持つ⽣徒との意⾒交換をスムーズに⾏える。 
・探求学習促進：調べた情報をテキストふせんに蓄積し、議論を経て⾃分の意⾒を再構築するプロセス 

        を記録できるため、根拠に基づいた論理的な探究活動を⽀援できる。 
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地上、海中酸素濃度のグラフをフ
ァイルふせんで送信する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
ファイルふせんで噴⽕前後の気温
グラフなど地球のデータ表を提⽰
し、どのような変化があったかを
テキストふせんで⽣徒にまとめさ
せ、それを教師に提出させる。 
 
 
 
 
 
絶滅危機に直⾯した当時の⽣物を
数種類提⽰し、それぞれの特徴も
添えた上で、⽣死を分けた原因を
⽣徒に考察させる。 
 
 
 
 
 
 
隕⽯の⼤きさを、クレーターと思
われる写真のファイルふせんや現
代でも通じるものと⽐べ、巨⼤さ
を実感する。また，気温グラフや
当時の地球のイメージ図もファイ
ルふせんで⽰す。 
 
 
 
 
 
過去の絶滅スピードを⽰すデータ
をテキストふせんで送信し、⽣徒
は現代の絶滅速度の記事（リンク
ふせん）と⽐較する。その「急上
昇ぶり」を視覚化することで、異
常事態であることを体感する。 
 
 
 
「今⽇のベスト・オブ・絶滅」と
いうカードを作ってファイルふせ
んで送信する。理由を⼀⾔添えて
「提出箱」に⼊れ、最後に全員の
カードをざっと⾒渡して授業を終
える。 

step8 

グラフから絶滅時期と酸素濃
度を読み取る 
＜デボン紀後期の⼤量絶滅＞ 
陸上植物の多様化が⾵化を促進し、海洋
へ流⼊した過剰な栄養分がプランクトン
の異常発⽣を招き、結果として海洋が無
酸素化したという「⽣命の進出が招いた
環境悪化」を検証する。 
 
 
2つのグラフから地球で何が
起こったかを読み取る 
＜ペルム紀末の⼤量絶滅＞ 
地球史上最⼤の絶滅事変であるシベリア
ン・トラップの噴⽕が引き⾦となった温
室効果ガスの急増と、それに伴う海洋酸
性化・⾼温化のプロセスを多⾓的なデー
タに基づき解明する。 
 
 
⽣物の特徴から存亡を分けた
理由を探る 
＜三畳紀末の⼤量絶滅＞ 
パンゲアの分裂に伴う中央⼤⻄洋マグマ
岩⽯区の活動を概観する。環境激変下で
ワニ類が衰退し、恐⻯が⽀配的地位を確
⽴したプロセスを、形質的優位性の観点
から考察する。 
 
 
隕⽯衝突から絶滅までの因果
関係を整理する 
＜⽩亜紀末の⼤量絶滅＞ 
⽩亜紀末に隕⽯が落ちた直後ではなく、
その後の「太陽光の遮断（暗⿊の冬）」
が致命傷になったことを学ぶ。⽣き残っ
たのは「⼩さくて何でも⾷べる者」だっ
たことを理解する。 
 
 
 
過去と現在の絶滅速度を 
⽐較する 
過去 5回の⼤量絶滅の進⾏速度と、産業
⾰命以降の⽣物多様性の損失速度を⽐
較。⼈為的要因による環境変化が、地質
学的時間スケールにおいていかに急激で
あるかを客観的に評価する。 
 
 
 
まとめ・宿題 
学習した 5 ⼤絶滅＋現代の中から、⾃分
にとって「最も衝撃的だった事件」ある
いは「最も教訓になる事件」を⼀つ選
び、その理由を短くまとめる。 


